

多治見市福祉基本条例








福祉のまちづくりについて、基本理念を確立し、市民、事業者と市それぞれの役割と責務を明らかにするとともに、福祉のまちづくりに関する施策の基本的事項を定めることにより、福祉のまちづくりを総合的かつ計画的に推進することを目的とします。








基本理念





すべての市民が個人として尊重される社会





すべての市民が偏見を持たず、差別しない、差別されない社会





すべての市民が生きがいを持てる社会





すべての市民が健やかに暮らせる社会





すべての市民が地域で生活し続けることができる社会





すべての市民が相互に支え合い連帯する社会





すべての市民が安心して生活できる社会





すべての市民が福祉のまちづくりに参加する社会





地域福祉





地域福祉の啓発�
�
権利の尊重と擁護�
�
福祉学習、教育の推進�
�
人材育成�
�
情報の提供�
�
就労の確保と就労支援�
�
安全な生活の確保�
�






市民活動の促進





サービスの利用促進





生活環境の整備





目　　　　的





自主的な市民活動�
�
交流の機会の確保�
�
施設の提供�
�
ボランティア活動等への支援�
�






福祉のまちづくり





サービス提供の原則�
�
相談支援体制の整備�
�
サービス評価と苦情解決�
�
高齢者、障害者等の把握、対応�
�
社会福祉事業者の責務�
�






施設の利用と整備�
�
公共交通車両等整備�
�
移動の確保�
�
住宅の整備�
�












高齢者福祉�
障害者福祉�
子どもの福祉�
ひとり親、女性の福祉�
健康づくり�
�






地域福祉計画











地域福祉計画の策定・公表・管理�
地域福祉計画評価委員会の設置�
�






健康・福祉施策基本方針





①地域社会において、自らの能力を活用し、自立し、相互に尊重し合い、福祉のまちづくりの推進に努めます。


②高齢者、障害者等に対して、理解と思いやりを持ち、高齢者、障害者等が安心して生活するために協力するよう努めます。





①地域社会を構成する一員として果たすべき役割を認識し、積極的に福祉のまちづくりの推進に努めます。


②高齢者、障害者等が安心して生活できるよう支援に努めます。





①福祉のまちづくりに関する施策を実施する責務があります。


②高齢者、障害者等が安心して生活できるように、福祉のまちづくりの条件の整備に努めます。





市民の役割





事業者の役割





市の役割








